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 ２

　
「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」
に
基

づ
き
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済

み
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

を
す
る
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
は
、
家
庭
で
使
用
済
み

の
パ
ソ
コ
ン
は
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
廃
棄

物
を
減
ら
し
資
源
と
し
て
再
利
用
す

る
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
回
収
・

再
資
源
化
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
き
ち

ん
と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
、
鉄
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
始
め
、
銀
や
コ
バ
ル

ト
等
の
希
少
金
属
ま
で
資
源
と
し
て

再
利
用
で
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ユ
ー
ザ
ー

と
メ
ー
カ
ー
が
協
力
し
て
使
用
済
み

パ
ソ
コ
ン
を
再
資
源
化
す
る
こ
と
で
、

廃
棄
物
の
削
減
と
資
源
の
有
効
利
用

の
促
進
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

一
〇
月
か
ら
下
記
の
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
メ
ー

カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
受
付
へ
回

収
申
し
込
み
す
る
と
、
伝
票
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
を
梱
包
し
、
見
や
す
い
場
所

に
貼
付
け
て
下
さ
い
。

◎
制
度
実
施
前
の
使
用
済
み
パ
ソ

コ
ン
を
回
収
、
再
資
源
化
す
る

に
は
、
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
三
千
〜
七
千
円
）

　
　

な
お
、
制
度
実
施
後
に
販
売

さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
済
み

と
な
っ
て
メ
ー
カ
ー
指
定
の
場

所
に
持
ち
込
ま
れ
た
時
に
は
、

無
償
で
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま

す
。

◎
平
成
一
三
年
四
月
施
行
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
四
品
目
（
テ
レ

ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
）
の
有
用
な
部
品
や
材
料

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
廃
棄
物
の

削
減
と
資
源
の
有
効
利
用
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

◎
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
四
品
目
同

様
パ
ソ
コ
ン
は
粗
大
ゴ
ミ
と
は

別
の
扱
い
に
な
り
ま
す
。

●デスクトップパソコン ●ノートパソコン

2 お客様の最寄りの
郵便局に回収を指示します。

メーカーの
再資源化センター

メーカーの
リサイクル受付

パソコンユーザー

郵 便 局

回収申込

伝　票

回収指示

又は、又は、

ＰＣリサイクル開始後、　　
　ご購入の場合
→回収申込

Ａ

ＰＣリサイクル開始前、　　
　ご購入の場合
→回収申込＋費用支払い＊

Ｂ

＊メーカー指定の方法で、お支払いをお願いします。戸口回収

お持ち込み
配　送

4 集めた使用済みパソコンを
メーカーに配送します。

1 パソコンが不要になったら、
メーカーに回収を申し込みます。

＊簡易郵便局を除きます。

3
お客様が、集荷希望の場合は戸
口回収にお伺いし、持ち込み希
望の場合は最寄りの郵便局＊で
お受けいたします。

ボクも、ちゃんとボクも、ちゃんと　
リサイクルしてね。
ボクも、ちゃんと　
リサイクルしてね。

 《 対 象 機 器 》 ■個人で購入し不要になった

1

2

3
4

5
お客様が大切にしていた
パソコンを、きちんと再
資源化します。

5
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夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

た
「
�
煙
火
�
松
崎
手
筒
組
」
の

皆
さ
ん
で
す
が
、
今
回
で
活
動
を

終
了
す
る
そ
う
で
す
。

　

松
崎
海
岸
で
も
手
筒
花
火
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
平
成
四

年
に
発
足
し
て
、
新
居
町
の
「
白

井
槙
雄
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
」
の
皆

さ
ん
に
師
事
し
て
手
筒
の
製
作
か

ら
火
薬
の
詰
め
方
、
花
火
の
出
し

方
等
を
習
得
し
、
翌
年
八
月
に
松

崎
海
岸
で
お
披
露
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
六
年
の
夏
ま
つ
り
か
ら
は
、

「
伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
」
と
共
演

し
て
、
勇
壮
な
和
太
鼓
の
響
き
と

豪
快
な
手
筒
花
火
で
、
地
元
の
皆

さ
ん
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
一
〇
年
一
区
切
り
す
る
ま
で
は
、

絶
対
に
や
め
な
い
。
と
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
を
け
じ
め
の
年

と
し
て
、「
�
煙
火
�
松
崎
手
筒
組
」

は
解
散
す
る
。」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

今
月
一
三
日
（
土
）
か
ら
一
六

日
（
火
）
ま
で
「
わ
か
ふ
じ
国
体
」

夏
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

松
崎
町
で
は
、
正
式
競
技
、
公

開
競
技
は
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
一
四
日
（
日
）
に
岩
地

海
岸
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
一
般
の
部
と
し
て

ド
ル
フ
ィ
ン
コ
ー
ス
（
岩
地
海
岸

か
ら
宇
久
須
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
の

約
二
〇
キ
ロ
）
と
、
初
心
者
や
身

体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
キ
ビ
ナ

ゴ
コ
ー
ス
（
岩
地
海
岸
・
石
部
海

岸
の
往
復
約
三
キ
ロ
）
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　

ド
ル
フ
ィ
ン
コ
ー
ス
は
午
前
八

時
三
〇
分
、
キ
ビ
ナ
ゴ
コ
ー
ス
は

九
時
一
五
分
に
ス
タ
ー
ト
予
定
で

す
。

　

わ
か
ふ
じ
国
体
開
催
に
先
立
ち
、

大
会
旗
と
炬
火
が
県
内
全
市
町
村

を
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。

　

松
崎
町
は
、
七
日
（
日
）
に
南

伊
豆
町
か
ら
受
け
取
り
、
西
伊
豆

町
に
渡
し
ま
す
。

　

町
内
は
二
区
間
で
、
第
一
区
間

は
「
伊
豆
の
長
八
美
術
館
」
か
ら

松
崎
町
役
場
ま
で
、
第
二
区
間
は

役
場
か
ら
「
ふ
か
さ
わ
荘
」
前
ま

で
で
、
各
区
間
を
小
・
中
学
生
二

〇
名
が
走
り
ま
す
。

　

第
一
区
間
は
午
後
一
時
、
第
二

区
間
は
午
後
一
時
二
〇
分
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。
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シ
ー
カ
ヤ
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グ

シ 
ー 
カ 
ヤ 
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ツ 
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リ 
ン 
グ

静
岡
県
民
総
参
加
！

わ
か
ふ
じ
国
体
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

静静 
岡岡 
県県 
民民 
総総 
参参 
加加
！
 
！

わ
か
ふ
じ

 

わ 
か 
ふ 
じ 
国国 
体体
を
 
を 
応応 
援援
し
ま
し
ょ
う
！

 
し 
ま 
し 
ょ 
う 
！

手
筒
花
火
有
終
の
美 
！

シ 
ー 
カ 
ヤ 
ッ 
ク 
ツ 
ー 
リ 
ン 
グ

西伊豆町

賀 茂 村

松 崎 町

宇
久
須
キ
ャ
ン
プ
場

宇
久
須
キ
ャ
ン
プ
場

岩
地
海
岸

岩
地
海
岸

石
部
海
岸

石
部
海
岸

宇
久
須
キ
ャ
ン
プ
場

岩
地
海
岸

石
部
海
岸

ドルフィンコース
（約 ２０． ０㎞）

一般の部

岩地海岸→宇久須キャンプ場

キビナゴコース
（約 ３． ０㎞）

初心者・身体障害者の部

岩地海岸�石部海岸

〈
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
〉
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仁
科
の
浜
橋
交
差
点
は
、
松
崎

方
面
か
ら
主
要
地
方
道
伊
東
西
伊

豆
線
に
右
折
す
る
車
両
に
よ
り
、

交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
特
に

夏
季
に
は
大
渋
滞
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
一
五
年

度
か
ら
交
通
円
滑
化
緊
急
対
策

（
交
差
点
改
善
）
事
業
で
、「
浜

　

昨
年
の
老
人
保
健
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
患
者
負
担
額
が
定
率
（
一
割

又
は
二
割
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
定
率
の
患
者
負
担
額
が
、

高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
高
額
医
療
費
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
患
者
負
担
額
が

一
定
額
を
超
え
た
と
き
、
そ
の
額

が
高
額
医
療
費
と
し
て
払
い
戻
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

高
額
医
療
費
の
計
算
は
、
外
来

に
つ
い
て
は
個
人
ご
と
に
一
月
間

支
払
っ
た
額
を
す
べ
て
合
計
し
て
、

患
者
負
担
限
度
額
を
超
え
た
と
き

は
、
超
え
た
額
が
高
額
医
療
費
と

し
て
後
日
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
一
世
帯
に
外
来
と
入

院
が
複
数
あ
っ
た
と
き
は
、
一
月

間
の
外
来
に
つ
い
て
個
人
ご
と
に

計
算
し
た
後
で
、
さ
ら
に
入
院
の

負
担
額
と
世
帯
で
合
算
し
、
合
計

額
が
患
者
負
担
額
を
超
え
た
と
き

は
、
超
え
た
額
が
世
帯
単
位
で
の

高
額
医
療
費
と
し
て
払
い
戻
し
さ

れ
ま
す
。

　

高
額
医
療
費
の
払
い
戻
し
を
受

け
る
に
は
、
役
場
町
民
課
の
老
人

橋
」
を
拡
幅
し
て
右
折
レ
ー
ン
を

設
置
す
る
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
五
年
度
中
に
着
工
し
、

平
成
一
六
年
度
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。

　

問
合
せ
は
、
下
田
土
木
事
務
所

松
崎
支
所
（
四
二
―
〇
〇
〇
三
）

ま
で
。

� ����������������������������������������������������������

保
健
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と

高
額
医
療
費
の
払
い
戻
し
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

は
町
民
課
（
四
二
―
三
九
六
七
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※１　同一世帯に一定の所得以上（課税所得が１２４万円以上）の７０才以上の方または老人保健対象者がいる方。
　　　ただし、７０才以上の方及び老人保健対象者の収入の合計が一定額未満である旨申請があった場合を除く。
※２　住民税非課税世帯に属する方。
※３　住民税非課税世帯で、世帯員の所得が一定基準に満たない方。
※４　年４回以上高額医療費を受けた場合の４回目以降の患者負担限度額は、４０，２００円になります。
 ※患者負担限度額は、同一世帯に属する老人保健対象者の患者負担を合算した限度額です。

同一世帯で入院と外来があった場合外来の場合（個人ごと）区　　分

７２，３００円＋（かかった医療費－３６１，５００円）×１％ ※４４０，２００円一定以上所得者（２割） ※１

４０，２００円１２，０００円一　　般

２４，６００円
８，０００円

住民税非課税㈼ ※２

１５，０００円住民税非課税㈵ ※３

　

九
月
二
一
日
（
日
）
か
ら
三
〇

日
（
火
）
ま
で
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

重
点
目
標
と
し
て
、
◎
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
、
◎
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
の
徹
底
、
◎
薄
暮
時
の
交
通
事

故
防
止
（
反
射
材
の
着
用
、
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
）
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
に
向
か
っ
て
ど
ん

ど
ん
日
没
が
早
く
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
日
没
時
（
薄
暮
時
）
に
は

外
が
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ
て
い
く

た
め
、
目
が
暗
さ
に
慣
れ
て
し
ま

い
、
つ
い
ラ
イ
ト
の
点
灯
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

車
だ
け
で
な
く
、
自
転
車
に
乗

る
人
も
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心

が
け
て
下
さ
い
。
自
分
で
は
周
り

が
見
え
て
い
て
も
、
相
手
か
ら
は

見
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

歩
行
者
は
、
出
か
け
る
時
に
反

射
材
や
発
光
バ
ン
ド
等
を
身
に
つ

け
て
、
積
極
的
に
自
分
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
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患 者 負 担 限 度 額

渋
滞
の
緩
和
を
目
指
し
、

渋
滞
の
緩
和
を
目
指
し
、

「
浜
橋
」
に
右
折
レ
ー
ン
設
置

 「
浜
橋
」
に
右
折
レ
ー
ン
設
置

忘
れ
て
ま
せ
ん
か
？

 

老
人
保
健
高
額
医
療
費
の
申
請

秋
の
全
国
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通
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全
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西
豆
衛
生
プ
ラ
ン
ト
組
合
で
は
、

江
奈
字
大
久
保
周
辺
地
域
に
、
陸

上
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
一

層
の
事
業
推
進
を
図
る
た
め
、
松

崎
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に「
西

豆
衛
生
プ
ラ
ン
ト
建
設
準
備
室
」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。松
崎
町
、

西
伊
豆
町
、
賀
茂
村
の
各
町
村
か

ら
一
名
ず
つ
の
職
員
が
派
遣
さ
れ

事
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

陸
上
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
は
、

法
律
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
二
月 ▲西豆衛生プラント建設準備室のメンバー

　

北
海
道
十
勝
平
野
開
拓
に
半
生

を
捧
げ
た
、
松
崎
町
大
沢
出
身
の

依
田
勉
三
翁
の
偉
業
が
映
画
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

映
画
を
製
作
す
る
の
は
、『「
新

し
い
風
／
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ド
リ
ー

ム
」
製
作
委
員
会
』（
�
ケ
イ
・

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
）

で
、
タ
イ
ト
ル
は
、「
新
し
い
風
・

若
き
日
の
依
田
勉
三
」。

　

作
家
、
松
山
善
三
氏
著
作
「
依

田
勉
三
の
生
涯
」（
昭
和
五
四
年

発
刊
）
が
原
作
と
な
っ
て
お
り
、

製
作
に
係
る
総
事
業
費
は
約
一
億

二
千
万
円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

� ����������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������

以
降
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
海
洋

投
棄
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。施
設
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
生
活
環
境
影
響
調
査
、
地

質
調
査
、
施
設
整
備
基
本
計
画
等

い
く
つ
か
の
調
査
業
務
や
計
画
書

の
策
定
等
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建
設
事

業
費
は
二
〇
数
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
財
源
と
し
て
国
庫
補
助
金

や
借
入
金
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
不
足
分
は
一
般
財
源
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
土
地
所
有
者
並
び
に
地
元
の

ご
理
解
の
も
と
に
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
住
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

施
設
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
定

さ
れ
て
い
る
業
務
が
円
滑
に
推
進

で
き
ま
す
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

四
二
―
一
一
二
一

西
豆
衛
生
プ
ラ
ン
ト

　
　
　
　
　

建
設
準
備
室

【
問
合
せ
】

　

こ
の
映
画
は
、
文
化
庁
映
画
芸

術
振
興
事
業
支
援
作
品
と
し
て
採

択
さ
れ
て
お
り
、
文
化
庁
か
ら
二

千
万
円
の
助
成
を
受
け
る
他
、
帯

広
市
を
中
心
と
し
た
各
種
団
体
等

か
ら
も
助
成
を
受
け
る
予
定
で
す
。

　

帯
広
市
や
松
崎
町
で
は
映
画
製

作
に
後
援
す
る
と
共
に
、
松
崎
町

で
も
六
〇
〇
万
円
の
補
助
金
を
交

付
す
る
予
定
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

監
督
は
松
島
哲
也
氏
で
、
主
な

出
演
者
は
、
依
田
勉
三
役
を
北
村

一
輝
さ
ん
、
渡
辺
勝
役
を
風
間
ト

オ
ル
さ
ん
、
鈴
木
銃
太
郎
役
を
曽

根
英
樹
さ
ん
、
依
田
リ
ク
役
を
富

田
靖
子
さ
ん
、
渡
辺
カ
ネ
役
を
岩

崎
ひ
ろ
み
さ
ん
が
演
じ
ま
す
。

　

ロ
ケ
は
九
月
〜
一
〇
月
に
、
生

家
の
大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
を
は
じ
め

町
内
外
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
帯

広
市
で
の
ロ
ケ
を
行
い
、
来
年
の

春
頃
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

未
開
の
大
地
を
切
り
開
か
ん
も

の
と
、
緑
の
大
地
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
男
の
夢
が
ど
の
様
に

描
か
れ
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

上
位
を

 
目
指
し
て 
！

　

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に

向
け
て
、
代
表
選
手
た
ち
が
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
、
夜
七
時
半
か
ら

松
崎
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
流

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
応
援

し
て
下
さ
い
。

　

グ
ラ
ン
ド
の
外
周
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
汗
を
流
し

て
み
よ
う
と
思
う
方
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
た
い
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲練習に励む選手候補者たち
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依 
田 
勉 
三 
翁 
の 
生 
涯 
が

 

映 
画 
化 
さ 
れ 
ま 
す
。

西
豆
衛
生
プ
ラ
ン
ト

 

建
設
準
備
室
を
開
設



 ６

　

帯
広
市
の
青
少
年
派
遣
研
修
団

の
小
・
中
学
生
ら
一
六
人
が
八
月

五
日
か
ら
松
崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル
松
崎
に
一
泊

し
た
一
行
は
、
翌
日
町
長
を
表
敬

訪
問
し
た
後
、
三
余
塾
資
料
館
や

大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
を
訪
れ
、 依
田
勉

三
翁
に
関
す
る
話
を
聞
き
、
当
時

の
資
料
を
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
松
崎
海
岸
で
松

崎
の
子
ど
も
た
ち
と
海
水
浴
な
ど

で
交
流
を
深
め
、
夜
は
松
崎
の
子

ど
も
達
の
家
に
分
散
し
、ミ
ニ
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

飯
泉
松
文
中
川
小
学
校
長
を
団

長
と
し
た
小
・
中
学
校
の
一
行
一

九
人
が
、
七
月
二
二
日
か
ら
二
四

日
ま
で
帯
広
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

帯
広
市
に
到
着
し
た
一
行
は
市

役
所
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
依
田

勉
三
翁
の
お
墓
参
り
を
済
ま
せ
、

帯
広
っ
子
と
の
交
流
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

訪
問
中
は
、
畜
産
加
工
施
設
で

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
や
い
も
掘
り

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
貴
重
な

体
験
を
通
じ
、
依
田
勉
三
翁
の
偉

大
な
功
績
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き

た
親
善
訪
問
で
し
た
。

　

下
村
和
雄
松
崎
中
学
校
長
を
団

長
と
し
た
松
崎
中
学
校
二
年
生
の

一
行
五
八
名
が
八
月
一
九
日
か
ら

二
一
日
ま
で
安
曇
村
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

一
行
は
、
約
七
時
間
バ
ス
に
揺

ら
れ
て
村
役
場
を
表
敬
訪
問
し
た

後
、
安
曇
村
の
中
学
二
年
生
と
の

交
流
会
に
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

乗
鞍
岳
登
山
や
安
曇
発
電
所
見

学
等
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

安
曇
村
の
中
学
生
ら
二
七
人
が

七
月
三
一
日
か
ら
三
日
間
の
日
程

で
松
崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
長
八
美
術
館
や
重
文
岩
科

学
校
を
見
学
し
、
松
崎
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、
岩
地
海
岸
で
地
曳
網
を

体
験
、
そ
の
場
で
魚
の
さ
ば
き
方

を
教
わ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
松
崎
海
岸
で
カ
ヌ
ー
教

室
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
松
中
生
徒

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲乗鞍岳に登る ▲いも掘りを体験

▲安曇発電所を見学 ▲砂川市長を囲んで

松
崎
か
ら
帯
広
へ

松
崎
か
ら
帯
広
へ

松
崎
か
ら
安
曇
へ

松
崎
か
ら
安
曇
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

安
曇
か
ら
松
崎
へ

安
曇
か
ら
松
崎
へ

松
崎
か
ら
帯
広
へ

松
崎
か
ら
安
曇
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

安
曇
か
ら
松
崎
へ

小・中学生による小・中小・中学生による学生による 姉妹都市交流姉妹都市交流姉妹都市交流

▲松崎海岸での交流会 ▲大沢温泉ホテルを見学
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南
伊
豆
町
か
ら
貰
い
受
け
た

古
代
蓮
を
「
長
八
美
術
館
」
横

の
池
に
植
え
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
根
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
壌
や
水
温
、
日
照
等
い
く

つ
か
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

土
壌
は
ド
ロ
ド
ロ
で
腐
っ
て
い

る
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
山
の

湧
き
水
で
水
温
が
低
す
ぎ
る
の

か
、
木
が
被
さ
っ
て
日
照
が
遮

ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に

条
件
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
き
れ
い
な
池
で

は
な
い
の
で
、
来
年
も
試
み

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
事
か
ら
蓮
の
ル
ー

ツ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

熱
帯
ア
ジ
ア
を
原
産
地
と

す
る
「
は
ち
す
」
が
、
日
本

に
渡
っ
て
き
た
の
は
二
千
年

以
上
前
の
こ
と
で
、
昭
和
三

六
年
に
千
葉
市
検
見
川
遺
跡

を
調
査
中
の
大
賀
一
郎
博
士

が
、
丸
木
舟
と
と
も
に
蓮
の

種
を
三
粒
発
見
し
ま
し
た
。

町長室からこんにちは　21
　

発
見
さ
れ
た
蓮
の
種
の
内
二

粒
を
蒔
い
た
と
こ
ろ
、
一
粒
が

発
芽
し
、
夏
に
開
花
し
て
二
千

年
前
の
命
の
復
活
と
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
は
ち
す
」の
現
在
名
は
蓮
、花

の
中
央
部
に
あ
る
種
が
入
っ
て

い
る
果
托
（
実
）
が
ア
シ
ナ
ガ

バ
チ
の
巣
に
似
て
い
る
の
で

「
は
ち
す
」
と
命
名
さ
れ
、
後

に
「
ち
」
が
省
略
さ
れ
て
「
は

す
」
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
以
上
大
貫
氏
の
著
書
か
ら

深
澤　

進

松
崎
町
長

抜
粋
し
ま
し
た
。

古
代
蓮
に 
つ 
い 
て

各
チ
ー
ム
の
成
績
は
、

 

次
の
と
お
り
で
す
。

　

地
域
農
業
の
振
興
と
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策

定
し
た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

は
、
五
年
毎
に
総
合
的
な
見
直
し

変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
変
更
実
施
年
度
に
当
り
、
現

在
変
更
作
業
を
順
次
進
め
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
国
有
林
や
農
業
的
利

用
の
困
難
な
山
林
・
急
傾
斜
地
を

除
い
た
約
五
、
一
一
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
農
業
振
興
地
域
に
指
定
し
、

こ
の
振
興
地
域
内
に
農
業
生
産
基

盤
や
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備
等

農
業
振
興
施
策
を
実
施
し
、
積
極

的
に
農
地
と
し
て
確
保
、
保
全
し

て
い
く
優
良
農
用
地
約
三
〇
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
農
用
地
区
域
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域

内
で
は
、
除
外
許
可
の
無
い
建
築

行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
変
更
見
直
し
に
当
り
、
農

用
地
区
域
内
で
、
今
後
住
宅
や
倉

庫
等
の
建
築
計
画
が
あ
る
農
地
に

つ
い
て
、
農
用
地
除
外
と
す
る
か

検
討
し
ま
す
の
で
、
建
築
計
画
等

が
あ
る
方
は
産
業
建
設
課
（
四
二

―
三
九
六
五
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

� ����������������������������������������������������������

　

六
月
二
一
日
に
開
幕
し
た
生
涯

学
習
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
は
、

二
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
、三
部
リ
ー

グ
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

八
月
四
日
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
、

各
リ
ー
グ
の
三
位
ま
で
の
チ
ー
ム

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
位
…
…
中
区
チ
ー
ム

二
位
…
…
岩
地
チ
ー
ム

三
位
…
…
江
奈
四
チ
ー
ム

四
位
…
…
宮
内
チ
ー
ム

五
位
…
…
八
木
山
チ
ー
ム

五
位
…
…
山
口
チ
ー
ム

七
位
…
…
南
区
チ
ー
ム

八
位
…
…
金
沢
チ
ー
ム

一
位
…
…
江
奈
三
チ
ー
ム

二
位
…
…
道
部
チ
ー
ム

三
位
…
…
江
奈
一
・
二
チ
ー
ム

四
位
…
…
那
賀
チ
ー
ム

五
位
…
…
桜
田
チ
ー
ム

六
位
…
…
北
区
チ
ー
ム

七
位
…
…
東
区
チ
ー
ム

一
位
…
…
船
田
チ
ー
ム

二
位
…
…
池
代
チ
ー
ム

三
位
…
…
峰
輪
チ
ー
ム

四
位
…
…
西
区
チ
ー
ム

五
位
…
…
伏
倉
チ
ー
ム

六
位
…
…
石
部
チ
ー
ム

七
位
…
…
雲
見
チ
ー
ム

▲１部リーグ優勝の船田チーム

平平
成成
一一
五五
年年
度度
生生
涯涯
学学
習習

ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル
春春
季季
大大
会会

平
成
一
五
年
度
生
涯
学
習

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

農
振
整
備
計
画

農
振
整
備
計
画

変
更
に
つ
い
て

 

変
更
に
つ
い
て

農
振
整
備
計
画

 

変
更
に
つ
い
て

◎
一
部
リ
ー
グ

◎
二
部
リ
ー
グ

◎
三
部
リ
ー
グ
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【９月の救急当番医　西伊豆地区】 は日曜・祝祭日　＊時間等は当番医で確認して下さい。

� ����������������������������������������������������������

－

俳
句－

松
崎
文
芸

平和条約国籍離脱者等であ

る戦没者遺族等に対する弔

慰金等の支給について

松
崎
文
芸

保健師だより保健師だより

シ
カ
肉
等
の
生
食
に
ご
注
意 
！

　兵庫県で、シカ肉を食べてＥ型
肝炎ウイルス食中毒にかかった例
がありました。
　伊豆は、シカを食べる人が多い
様ですので、生食は控えましょう。
特に妊婦の方は症状が重くなりま
すので、注意して下さい。
　シカに限らず、野生動物は人獣
共通感染症や食中毒の原因になる
病原微生物、寄生虫等を保有して
いる可能性が高いと考えましょう。
過去にも、野生動物の肉の生食は
腸管出血性大腸感染症やトリヒナ
症等の原因となっています。
　これらの病原体は、一般に加熱
することで死滅しますので、野生
動物の肉等を食べる際には充分加
熱調理して食中毒等を防ぎましょ
う。

実施場所対象地区時　　間曜日月
役場前西区・宮内１３：３０～１５：３０水２４

９　

月

小杉原公民館小杉原９：３０～１０：１０

木２５
船田公民館船田１０：３５～１１：００
門野公民館門野１１：２５～１１：４５
南郷公民館吉田・南郷１３：３０～１４：００

高木諄二氏駐車場櫻田１４：２５～１５：１０
池代橋池代９：３０～１０：１０

金２６
三聖苑駐車場大沢・明伏１０：３５～１１：２０
農協中川支店峰輪１３：３０～１４：００
伏倉公民館横伏倉１４：２５～１５：２５

役場前北区・東区
中区９：３０～１１：３０日２８

ユースホステル前建久寺・那賀９：３０～１０：１０

月２９
農協道部取次所道部・南区１０：３５～１１：３５
ぬまづや前岩地１３：３０～１４：１５

重文岩科学校指川・松尾
野田・中村１４：４０～１５：４５

大屋駐車場雲見９：３０～１０：２０
火３０ 町営石部駐車場石部１０：４５～１１：３５

松崎保健支援室江奈１・江奈３１３：３０～１５：００
八木山八幡神社八木山９：３０～１０：２０

水１
　
　

月

１０ 峰公民館峰１０：３５～１１：０５
農協岩科支店横山口・金沢１１：２０～１２：００
松崎保健支援室江奈２・江奈４１３：４５～１５：１５

役場前追加９：３０～１０：３０日２６

平成１５年度胸部レントゲン検診日程表

＊当日、都合の悪い方はどの会場で受診してもかまいません。

　帰化された方を含む特別永住者

（朝鮮半島・台湾出身）の方々で、

旧日本軍の軍人及び軍属等として

戦死された方や死亡された重度戦

傷病者のご遺族に対し弔慰金が、

重度戦傷病者の方に見舞金がそれ

ぞれ国から支給されています。

　請求期限は、平成１６年３月３１日

までとなっています。

　早めに請求手続きをとられます

ようお願いします。

松
崎
句
会　

八
月
句
稿

椀
箱
に
明
治
の
目
付
け
盆
仕
度

斎
藤
み
つ
子

秋
口
や
友
と
一
献
か
た
む
け
て

山
本
武
男

秋
口
や
奥
よ
り
昏
る
る
峡
の
道

夏
目
和
子

寺
掃
除
無
邪
気
な
頃
や
蟻
地
獄

土
屋
規
矩
子

秋
口
や
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
ま
る
婚
話

稲
葉
菊
恵

秋
口
や
天
城
の
高
く
見
え
る
朝

佐
藤　

享

秋
口
の
一
杯
は
ず
む
朝
の
膳

山
本
ち
か
子

秋
口
の
田
面
を
渡
る
風
の
色

依
田
ふ
じ
枝

朝
雲
の
一
雨
こ
ぼ
す
秋
の
口

小
林
一
男

長
梅
雨
や
吾
を
支
え
し
妻
と
い
て

林　

幸
一

秋
め
く
や
陽
は
縁
先
の
廊
下
ま
で

佐
藤
未
与
子

残
さ
れ
て
家
守
る
役
目
秋
の
蝉

稲
葉
文
字

朝
顔
の
今
日
三
輪
を
咲
き
増
し
ぬ

小
林
忠
男

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

 

年
に
一
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【問合せ】
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町
内
小
学
校
五
年
生
を
対
象
と

し
た
「
新
世
紀
松
崎
三
聖
塾
」
が
、

七
月
二
二
日
か
ら
四
泊
五
日
の
日

程
で
、
道
の
駅
「
花
の
三
聖
苑
」

を
拠
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
熟
式
で
、
塾
長
の
指
出
教
育

長
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
、「
松

崎
町
の
三
つ
の
実
践
運
動
、
あ
い

さ
つ
・
返
事
・
後
し
ま
つ
を
実
践
し
、

身
に
付
け
る
。」
を
見
事
に
実
践

し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
一
人

一
人
が
、
三
聖
塾
で
身
に
付
け
た

こ
と
を
通
し
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば

り
た
い
事
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
六
日
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
主
催
で
、
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
に
よ
る
「
夜

光
虫
観
賞
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
関
東
方
面
か
ら
来

た
方
を
中
心
に
約
二
〇
名
で
、
室

場
沖
ま
で
夜
光
虫
の
観
賞
に
出
か

け
、幻
想
的
な
光
を
観
賞
し
た
後
、

堂
ヶ
島
の
盛
大
な
花
火
を
見
学
し

て
、「
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

八
月
七
日
（
木
）、
三
浦
地
区

各
区
長
を
は
じ
め
観
光
関
係
者
等

が
集
ま
り
、
暴
力
追
放
パ
レ
ー
ド

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
地
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
海
水

浴
場
を
か
か
え
て
お
り
、
宿
泊
施

設
も
集
中
し
て
い
る
た
め
、
一
般

の
お
客
さ
ん
に
安
心
し
て
海
水
浴

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
数

年
前
か
ら
地
区
の
観
光
協
会
を
中

心
に
海
水
浴
場
や
宿
泊
施
設
で
暴

力
追
放
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
ま
つ
り
は
雨
に
た
た

ら
れ
ま
し
た
。
一
五
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
と
う
ろ
う
流
し
は
中
止

と
な
り
、
一
七
日
に
三
浦
地
区
・

一
八
日
に
松
崎
海
岸
で
花
火
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
六
日
の
閻
魔
さ
ん
は
、
あ
い

に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
太

鼓
演
奏
や
手
筒
花
火
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

花
火
大
会
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

新
世
紀

 

松
崎
三
聖
塾

幻
想
的 
な

 

夜 
の 
海
体
験

地
域
ぐ 
る 
み 
で

 

暴
力
追
放 
！

▲三聖会堂で記念写真

▲船出する参加者

▲三浦地区の花火大会

▲パレード中の皆さん

雨 
に 
た 
た 
ら 
れ

 

日
程
変
更
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　現在使用中の国民健康保険被保

険者証（クリーム色）が１０月１日

から新しいもの（藤色）に更新さ

れます。新しい保険証は、９月下

旬に各加入世帯に郵送しますので、

１０月１日以降受診の際は、病院の

窓口に新しい保険証を提示して下

さい。（古い保険証は使用できま

せんので破棄して下さい。）

　また、国民健康保険加入の届け

出が遅れると、保険税を遡って納

めなければならないことや、 保険証

が無いため、その間の医療費が全

額自己負担になることがあります。

①防衛大学校学生

陸・海・空自衛隊の幹部を養成

するコースです。

②防衛医科大学校学生

　自衛隊の医科幹部を養成します。

③自衛隊看護学生

看護師（男女）となる自衛官を

養成します。３年間の専門教育

を受けた後、国家試験を受験し、

看護師免許を取得します。

保険証の更新について

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

防衛大学生等募集

　 ９ 月１９日から２１日までの ３ 日間、

長八まつりが開催され、様々な内

容の催しが繰り広げられます。

　当町で４年連続の開催となる日

本左官組合連合会主催の「第３９回

全国左官技能競技大会」をはじめ、

「第４回全国漆喰鏝絵コンクール

入賞作品展」、長八供養祭、長八

フェスティバル、ナイトミュージ

アムに加え、長八作品所蔵家屋特

別公開、ナマコ壁づくり実演等が

予定されています。

　松崎港を会場に「第８回みなと

でみんなと海のピカ市」が開催さ

れます。

　当日は、約１００区画のリサイ

クルマーケットをはじめ、ミニ機

関車やカヌー教室等のお楽しみイ

ベント等を予定しています。

　車椅子フォークダンスの指導方

法について学びます。

９
月

第４回　伊豆半島
太鼓フェスティバル

【日時】　９月１３日（土）午後６時～

【場所】　松崎海岸

 ※雨天の場合勤労者体育館 

【主催】　松崎２１世紀フォーラム

【問合せ】　商工観光課　�４２－３９６４

第20回　長八まつり

【問合せ】　商工観光課　�４２－３９６４

【資格】　１８歳以上２１歳未満（看護

学生は２４歳未満）。（年齢はいずれ

も来年４月１日現在の年齢）

【受付】　９月１２日（金）～１０月１０日（金）

【問合せ】　自衛隊伊東募集事務所

　　�０５５７－３７－９６３２

みなとでみんなと「海のピカ市」

【日時】　９月７日（日）午前１０時～

【問合せ】　松崎町商工会

　　　　　　　�４２－０４７０

「車椅子フォークダンス」
インストラクター養成講座

【日時】　９月２８日（日）午後１時～

【場所】　勤労者体育館

【主催】　ＮＰＯ法人車椅子社交ダンス普及会

【募集】　２０名

【締切】　９月１９日（金）

【受講料】　教材費　３，０００円

【問合せ】　斉藤洋祐

　　�０５５－９８６－３２１６

【問合せ】　町民課　�４２－３９６７

　松崎海岸特設ステージを会場に

「ドンツク太鼓塾�」をはじめ、

伊豆半島内６つの和太鼓団体が華

麗なバチさばきを披露します。今

年は新たな試みとして篠笛奏者村

山二郎氏による太鼓とのセッショ

ンがあります。

１１ 

　親と子、祖父母と孫など特殊関

係のある人の相互間における金銭

の賃貸は、その賃貸が、借入金の

返済能力や返済状況からみて真に

金銭の貸借であると認められる場

合には、借入金そのものは贈与に

はなりません。

　しかし、その借入金が無利子な

どの場合には利子に相当する金額

の利益を受けたものとして、その

利益相当額は、 贈与を受けたものと

して取り扱われる場合があります。

　なお、俗にいう「ある時払いの

催促なし」や「出世払い」などは

贈与として扱われます。

◇岩地　１０：００～１０：４０

◇石部　１１：００～１１：４０

◇雲見　１３：３０～１４：１０

　会場は各地区公民館です。

申告納付はこの機会に済ませ

て下さい。 

今月の納税

国民健康保険税　第３期

【日時】　９月１６日（火）

　　　　１０：００～１５：００

【場所】　環境センター大会議室

【問合せ】　町民課　� ４ ２ － ３ ９ ６ ７

【日時】　９月１０日（水）、２４日（水）

　　　　１１：４５～１２：００

【場所】　松崎町役場

　平成１５年８月１５日現在

　　　　（　）は前年対比

　　人身事故　２４件　（－４）

　　物損事故　７１件　（＋２）

　　死　　者　０人　（－１）

　　傷　　者　３５人　（＋４）

税一口メモ

犬・猫ひきとり

町の交通事故

１日（月）・８日（月）・１５日（月）・２２日（月）・２３日

（火・秋分の日）・２６日（金・館内整理日）・２９日（月）

【問合せ】　図書館

　　　　　　　�４２－３９７２

入湯税出張徴収
９月29日（月）

図書館だより

お話会のお知らせ

【日時】　２０日（土）午前１０時３０分

【場所】　図書館「みんなのひろば」

【対象】　幼稚園児以下

９月の休館日

行政・人権・生活合同相談 花の三聖苑ガーデニングフェア
2003autumn開催

ハンギングバスケットコンテスト
への出品者を募集しています。
応募締切は９月３０日（火）です。

　今年３月にも開催いたしました、「花

の三聖苑ガーデニングフェア」を１０月に

開催します。

　新しい花の飾り方など、各種園芸教

室も行います。園芸に関する質問もで

きますので、花で彩られる「花の三聖

苑」に、ぜひお越し下さい。

【日時】　１０月２４日（金）～２６日（日）
　　　　午前１０時～午後３時３０分

【場所】　道の駅「花の三聖苑」
【内容】
フラワーディスプレイコンテスト作品展示

ハンギングバスケットコンテスト作品展示

各種園芸講座・花の販売　他

【問合せ】　商工観光課
　　　　　　　�４２－３９６４

２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０１２３４５
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「下田地域合同就職面接会」開催について
下田市及び賀茂地域の求人事業所を中心に、約２５企業を集めて合同就職面接会を開催します。この機会にぜひご参加下さい。
【日時】９月３０日（火） 午後１時３０分～【会場】下田市民文化会館 小ホール【問合せ】ハローワーク下田（職業安定所）�２２－０２８８
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 １２

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

校
ひ
ろ
ば

（27）

�
四
二－

〇
三
三
〇

　

岩
科
小
学
校
に
は
、「
岩
科
起

て
」
と
い
う
校
訓
が
あ
り
ま
す
。

　

六
年
生
七
名
は
、
家
族
や
地
区

の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
、
こ
の
校
訓
を
調
べ
ま
し
た
。

　

ど
ん
す
は
家
宝
だ
（
化
粧
回
し

は
大
事
な
物
）と
教
わ
っ
た
り
、タ

ン
ス
の
奥
に
し
ま
っ
て

あ
る
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
勉
強
の
役
に

立
っ
て
よ
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、
お
か
げ
で
昔
の

こ
と
を
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
た
、
と
感
謝

し
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
地
域
の
歴
史
や

み
な
さ
ん
の
思
い
に
触
れ
、
子
ど

も
た
ち
に
は
か
け
が
え
の
な
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

　

歌
好
き
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
岩

科
起
て
」
が
歌
詞
に
入
っ
た
岩
科

中
学
校
校
歌
な
ど
と
出
会
う
う
ち

に
、
自
分
た
ち
も
歌
を
作
ろ
う
と

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
九
月
一
日
発
行

通
刊　

第 

四 

七 

二 

号

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
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一

� 〈
〇
五
五
八
〉 四
二－

三
九
六
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� 〈
〇
五
五
八
〉 四
二－

三
一
八
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発
行　

静
岡
県
松
崎
町　

編
集　

町
長
公
室

印
刷　

�
山
本
印
刷

松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

戸籍だより
（７月分）

21世紀松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

　
「
♪
『
岩
科
起
て
』
は
、
た
か

〜
ら
〜
も
〜
の
〜
」
子
ど
も
た
ち

が
考
え
た
歌
詞
を
入
れ
、「
岩
科

起
て
の
歌
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
地
域
の

方
に
発
表
し
た
い
」、「
重
文
岩
科

学
校
で
発
表
で
き
な
い
か
な
」

　

町
の
粋
な
計
ら
い
で
、
七
月
学

習
発
表
会
が
実
現
し
ま

し
た
。
入
江
長
八
の

手
に
よ
る
千
羽
鶴
が
舞

う
鶴
の
間
が
会
場
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

校
訓
が
、
当
時
盛
ん

だ
っ
た
草
相
撲
か
ら
生

ま
れ
た
こ
と
、
岩
科

の
名
力
士
、
今
も
残

る
化
粧
回
し
と
披
露
相

撲
、
持
ち
上
げ
て
鍛
え
た
と
言
わ

れ
る
神
社
に
残
る
力
石
、
岩
科
学

校
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
や
歌
、
劇
な
ど
を
交
え

て
の
発
表
で
、
会
場
は
笑
い
と
歌

声
に
包
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
暖

か
い
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

岩
科
小
学
校

戸籍だより
（７月分）

（平成１５年８月１日現在）

総人口 ８，８３３人（－６）

　男　 ４，１９１人（－２）

　女　 ４，６４２人（－４）

世帯数 ３，１５４戸（＋２）

転　入　１９人　転　出　２２人

出　生　５人　死　亡　８人

��������

町の人口と世帯

　８月４日、１００歳のお祝いに、

町長が石浦さん宅を訪問し、記念

品を贈呈しました。

石 浦 べ んさん（南区）

　昭和２８年８月婚姻届のご夫婦を

紹介します。

届出日年齢氏　名地区

９．４
７１歳

７３歳

美 沢　 貢

　　 つ る
雲見

９．８
８０歳

７４歳

石 田　 實

　　 定 子
東区

おめ で と う
№72
金婚式

明治３６年８月４日生

保 護 者性別氏名地区

関　寿男男 公  貴 
コウ キ

江奈１

土屋裕通女 裕  美 
ヒロ ミ

那 賀

高木辰夫女 琉  夏 
ル ナ

江奈４

池野　勇男龍太江奈２

藤池昌史男光輝東 区

おめでとうございます（出産）

届出人年齢氏　　名地区

９４鈴木はるゑ池 代

賞　一７６鈴 木 光 義池 代

公　彦７６佐 藤 公 平八木山

きよ子７９天 野　 守石 部

藤治郎８２佐 藤 幸 子櫻 田

作　行７９佐藤すま子峰

哲　夫６９土屋祥次郎大 沢

おくやみ申し上げます（死亡）

▲静岡新聞２００３年７月１６日掲載

「
岩
科
起
て
」
は
、
宝
物 
！

　８月７日に合同取材ということで、聖

和保育園の園児１６名と八木山健康農園

（佐藤順三さん経営）にお邪魔しました。

　身近な所でぶどう狩りができて園児

も大喜びでした。新聞、テレビの取材

陣も良い絵が撮れたそうです。

　佐藤さんありがとうございました。

 （高橋）

広報あれこれ広報あれこれ

100歳のお祝い100歳のお祝い


